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 細胞情報ネットワークに介在するアティピカルＧ蛋白質群の生理機能の解析 
（メッセージ） 
 「GDP 結合型と GTP 結合型のコンホメーション転換（Ｇサイクル）」によって、Ｇ蛋白

質が分子スイッチとして機能するという基本的な概念が確立して久しいが、新奇なＧ蛋

白質ファミリーや制御因子群が引き続き発見され、Ｇ蛋白質をめぐる新しい知見は今な

お集積している。本特定領域では、この分野の研究を推進している研究者の協力によっ

て、諸種のＧサイクルに共通あるいは相違する制御機構を新しく概念化し、細胞機能の

発現に向けてＧサイクルが特異性と多様性をもたらすメカニズムの解明を目指したい。

このために、１）諸種のＧサイクルの素過程をファイン・チューニングする制御因子群

の同定と分子基盤の解明、２）Ｇサイクルの始動における時間・空間的制御機構の解明、

３）他のシグナル伝達系やＧサイクル間のクロストーク・連鎖や協調作用とそれらの生

理的役割、制御部位の解明、４）Ｇサイクルの生理的役割の拡大に向けた新奇Ｇ蛋白質

群の網羅的解析とそれらの細胞機能の解明に関わる研究を推進し、Ｇサイクルが介在す

るシグナル伝達系の統合的理解を深める。 

 なお、本計画研究班では、三量体Ｇ蛋白質に関わるこれまでの研究成果を踏まえて、

最近我々が独自に同定したアティピカルな低分子量Ｇ蛋白質群、Gie (novel GTPase 
indispensable for equal segregation)/Arl8、Di-Ras (Distinct subgroup of Ras-family 
GTPase)などが介在するシグナル伝達系と生理機能について解析を進める。 
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（研究室で有する実験技術・リソース） 
１．精製Ｇ蛋白質標品のもつ生化学的特性（グアニンヌクレオチド結合活性、GTPase 活性、

細菌毒素による ADP リボシル化の基質活性）に関わる解析方法 

２．低分子量Ｇ蛋白質ファミリーに属するいくつかのメンバーの cDNAs 

３．低分子量Ｇ蛋白質ファミリーに属するいくつかのメンバーに対する抗体 

 


